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4. 船 用 機 器

仙ACHINERY FOR鵬ARINE SERVICE

畝/"ノ〟′〝〝ノ郷′//ンシ〝′ノ′ノ俳.′〝ンシシ〟〝′′りり玖.′′〝〝/′"耽..〝クカケ/′′′幼玖′′〟〝〝〝`"ろ脚′′`Ⅵ取′ん坊%勇γγ′′彫./"〟;〃〝′′′彫′.〟〝′"俳〃〝ノ′動形."〟〝〝′′勺■

4.1船用 ポ イ ラ

｣は製作所でほここ数隼来のrl本の作造

船所で建造する艦船川ボイラとして約40の

艦附lげイラを製作納入したが,これらは

州l勺船あるいは輪Jl価川Jとして利川されて

おり,その優秀なる成紬よ斧1~ム:要帆-i三から

好評を伸し∴ている1.

船川ボイラほその特殊件かち 動,スペ

ースファクタ,_･田1ミ:などの乱汁巨巧`､宇に考臆

しなければならないノ∴(が少なくない._.R_､土

製作所でほ多年の経験とすぐれた製作技術

によって,これらの㈹題の解決に_､上ト)てい

るしJ

ここでほ昭和34年度に製作納入した防衛

け納申形警備艦"たかなみ"川主ボイラお

よび日立造船株式会社納10,300kW(13,750

HP)用主ボイラについて紹介する｡

4.1.1防衛庁納甲形警備艦"たかな

み"用主ポイラ
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_己_.毒蛋毒…≡蓑=雲量､_.須1岡

防衛庁の叩形警備艦"たかなみ"川二~トボイラほ13,000kW(■17,500

HP)船用タービンを 転するもので2椎搭載されているこ〕

この主ボイラほB&W形インテグラル･ファーネスボイラで熱吸

収ほきわめてよく,艦船用としてのきぴしくかつ急激な負荷の変動

に対しても信頼炸高く,取扱い,保守点検もきわめて作易なもので

ある｡

その特長とするところほ,水冷壁澤にはクロームオアを堕り,急

激な負荷の変動に対しても安定し 過熱ポの取付†!t

躍のよい選定により輌射形と接触形の合成した蒸気湿度胴昭すなわ

ち,負荷の

炭

動によっても蒸気温度の変動の少ないものとL-た(.つ節

管は小形フィンを多数に怖付けたものとし熱吸収を増吠させ咋

_:†‡二とし,またケーシングにほステンレス鋼板を用い板厚を減じて市

二量軽減につとめた(｡ボイラのまわり全休を空気節にて囲みガスの減

れを揮頸兎らしめ運転の安易など幾多の考慮が払われている､=:

主ボイラの概略什様ほ-卜記のとおりである..-､

蒸 発｣孟

蒸気圧力

蒸気温度

給水航度

ボイラ効率

燃焼方式

通風方式

(kg/h)

(kg/cm2g)

(OC)

(OC)

(′%)

構準出力

20,9(〕0

二封)

3750(二

110

S5.5

二屯 油 てI手枕

強 圧 通 風

.汁両仝≠~ノ｣
75,nnO

:in

4〔)n

llO

80.8

本主ボイラは日立一製作所呉工卿こて持上糾二､とを行い,艦艇軌貴の

三井造船所へ海上輸送し什■F艦内にて

ちなみに主ボイラの組立完了

∵
.
ハ

装中である｢ノ

品ほ1基1り約6(),000kgで

あるL二∴第】図i･ま二l:場にて陣_ヒ組立てが完イしたボイラの姿である.

五1.2 日立造船株式会社納10,300kW(13,750HP_)用主ボイラ

このボイラはアメリカESSO,SHIPPING,CO,江~文0)32,000r).

W.T.タンカ川である｡弟2図に組立糊朝‖礼をホし,概略什様を

下記する｡

29

防衛J-1二納甲形警備艦"たかなみ"川主ポイラ

雛2l又110,300kW(13,750HP)川舶川ポイラ

ノー妄発

燕気虹力

蒸気温度

給水強度

ボイラ効率

燃焼ノブl℃

油風ソJJ℃

(kg/11)

(kg/cIl12g)

(OC)

(OC.)

3+i笥E

基準日力

22,650

59.5

458

205

86.5

重 油 専 焼

成 托 通 風

.廿両全‖りJ
36,24()

59.5

467

208

85.5

本ボイラの†特長を次をこ記す｡

(1)バンクチューブが従来のように傾斜していないで垂蔽であ
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る｡

(2)側壁と後攻の水壁管用ヘッダへの降水管を取止めて水胴か

ら小径(外径2インチ)の数多くのサプライ管を設けてい

る｡

(3)イソナーケーシングとアウターケーシング間の二重ケーシ

ング部に綿鰭な考慮を払っており常温空気を通して冷却し

ている｡

(4)舶主の特別の要求によってウォークイン形過熱器に枝美式

のスートブロワを装備している｡

これほ圧縮空気を動力として枝差され,すすを落すのにほ

蒸気が使用される方式である｡

(5)ェコマイザは裸管のマルチイループ式であってこれの上部

に空気予 器を装備しているり もちろん別個に蒸気式の塑

気予熱韓を肝装している｡

4.2 タ ー ビ ン

4.2.1最近の商船用タービンおよび艦艇用タービンの実績と将

来の発達について

(1)

(a)船用タービン

ここ数年間に船用タービンは著しい伸び行きを示した｡すなわ

ち現在までに引渡し完了した船用タービンは11,300kW(15,000

HP)以上で約30台あり,さらに現在 造小のものにほ17,200kW

(23,000HP)タービン2台がある｡これらのタービンほ主蒸気条

件ほ大部分が40atg,450〇C級のものであるがr[1にほ60atg級の

ものが4台含まれている｡

(b)艦艇用タービン

艦艇用タービンに対する果績としてほわが国で最初のロック

ト,トレーソ形2段減速装置および高性能タービンの設計を完r

し,昭和30年度甲形警備艦用13,100kW(17,500HP)2台(右舷

1台,左舷1台)を納入した｡

本タービンほ性能および取扱いの面ともきわめて好評を博l_そ

の後同【一設計のタービンがさらに2艦分計4台発注さか戦後合計

3艦分のタービンを納入すZ)ことになノ1ナニ1､

(2)将来の発達

(a)船用ターピソ

船用タービンは構造,性能,触扱いのl帥こおいても,すでに世

卵塊高水畔に達しているがさらに将来の高温高圧蒸気の採用来u

び大馬力タービンの製造に対処して縄々の 礎研究を行ってい

ろ｡

当面の問題としてほタービンロータの同有振動数を常川阿転範

囲においていわゆるフレキシプル,ロータの採用,および歯申の

幽面荷真の増大による小形軽量化などがあり,特に前者ほ現在計

画を完了した｡

脚君タービンの新しい分野である原子力タービンについても造

船所と共同研倭を行っており,現在計画小のものi･こほ油槽船川

18,800kW(25,000HP)クーピソ,鉱石船用16,500kW(22,()00HP)

タービンがある｡

(1))艦艇用タービン

艦艇の高 大形化により所要=力も人きくなりまた航続距離淵

人のためよ蒸気条件も段々と高棍高圧化しており,現在40atgお

よび60atg22,500kW(30,000HP)のものを研究小であるが,将火

のためさらに高温晶阻∴大tけJタービンの研究を行っている｡タ

ービンの形式についても従来の3シリンダ形のみでなくパラレ

ル,シリーズ形タービンについてもほぼ 計を完了している,〕将

米この形のタービンが取扱い簡単なため艦艇に採川されることと
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〟 〃 仰 脚 〟ブ

主 軸 回 転 数 〟(γβノ

雛4Ⅰズlヨーク枇の応ノブ,振動数とl‖唖吉敷

ノ

ノ

クJ)熔接己β

ノ且われる｡減速酪車についても小形軽誌イヒのため掩々研究を子｣:っ

ている｡斗衝こ遊星歯車減 装閏などほ興味ある閃趨である｡

4.2.2 実船における減速歯車の応力および振動数の計測

トト､り矧作所でほlけ下汽船株式盃判のご厚意により,㈹社所有の貨

物船日英■丸の主機4,500kW(6,000tiP)タービンの主減速歯車のヨ

ーク抑こ生ずる応力ならびに,歯車軸方向振動を測定する機会を得

た｡

弟3図に幽車配置ならびに測定器取付位裡を示す｡ ほ置装

わゆるTANDEM GEAR TRAINであり,高圧および低肝タービ

ンで駆動される2段滅 装置である｡

測定は,昭和34年5月下旬,清水港から神戸 に至る開に行われ

た｡船の荷はほとんど無く,空船に近い状態で海上ほきわめて平穏

であった｡測定結果の中からヨーク板の応力, 動数,と主軸回転

申の関係を弟4図に示す｡l対中の円の大きさがひずみの人きさな

表わしている｡苓穐測定結束を 合して,次の Cたし明判が項

(a)高配1段犬歯串のヨーク板およぴリムの固有 動数 と巨汀ビ

=･致した振動応力が,実際の使用状態でも生じている｡

(b)ヨーク板に生ずる振動応力の最大値は,±1.Okg/111n12柑

度であり,ヨークとハブの 接郡に生じ,その 動数ほ, 犬歯車
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`･い･′

ノ,t_い∵ン÷-ン靴ン川転数に-･致してい三ニ)∴本船車のアン

トーンニ,ン(ハ人ささけ,こ㌦欄河二〃〕場r汁L2＼こi一′′で｣卜常に

･トさぃオイ)でこも,るか,1■ンジニ,_し-シ三-ンが人ざト場合には,か

なりL∫)欠きさ州ノとこノ｣カミ発†巨するもレー〕とノ乱川しるLよた,第2投人

船中二川噛合数＼い一腹灘と一致する振動応~ノ｣も発二=｣ており.その

人きさは,上記応力に匹敵する(第4図参照上

(ぐ1胸中鮒ノルJの振動数は,ヨーク.板の録動応~力の舶動数に｣七

較して低いL また,軸方向振動数および鋸幅の為∬朝捉で,船中

(▼)ニトク似にて巨ずる応力を紺碇するのほ=朝野であZ)し,

4.3 船用電気品

33年度に引き絞きタンカ,指物舶,鉱石運搬船および艦艇川電■気

ん--を多数製作納入した｡

タンカ町大形化によりタービン交流発電機も暫次容嵐が増人する

他州こある｡,OTIノ手=一句1,000KVA交流発電機は船相として.f己鍬1くJ

l〔もので回転数は磯瀾的強軋騒音の点で1,200rpl-1を採川した｡,

謄物船および鉱イ｢運搬附†Jのディーゼルろと流発電機ほ静年より合

伯i的に瞬時′鼠[即祈卜の少ないl-1励式が採用さか,逐次大形のタービ

ン発電機もこれに切換えられる帆如こある｡前年通㈲入せる巻線形

吏流ウインチほ■.;■言辿定期船3掛こ装備され 就航後1年を経過しそ

〃優秀牲が.治められ濁惜汀l;業にう■千把している｡

榔潮lの交流化の進展により,底流カズの船ほいくぶん減少の帆･′り

にあるが,申鋸_】憤物船には依然として直流プブ式を採川するものが多

く,34年度は寓流電気品4豊分を納入Lた..このうちソ旭帖こしん

.~l灘1隻は補機電動機数が約130台に及ぶ人がかりな電ふミ設腑を宥
するものでソ 榔初向 として江口されているし〕

艦艇川としては掃海艇,警備艦などの電気l‡さlを 作したが,これ

らは扱軌 衝撃などのひどい似川条件でしかも小形軽易せ必要とす

るため設計には特別の考慮が払われている｡

特殊船として上記にしん工船のほかにしゆんせつ船があり,これ

らの概要については次項に紹介する｡

4.3.1ソ連にしん工船用電気品

初めてのソ ;iとし.て注I_-tされたIl立退船株式会社紐造

∠1,950GTにしん二11船の電気品1式を完成納入したし

木船はに~しん加1∴の工場設備をイ】`し,その電気設備ほ2001くW~l在

流登滝機3子羊をほじぎ)にしん輸送Rトミレルエレベータ4台,コンベ

ヤ15fr,冷凍jljホールドフアン4ハ,カーゴウインナ8台,ポート

J■i′‡5卜く18()lくW補助直:流発電機

第6l又13.7kW(5HP)コンベヤ

用ギヤード商流電動機

ウーrンイーー=㍉なご補聴電劇瀾頼総数は約1:うー)f㌻の多数に卜る人がJ､

りなも什ごこれド〕♂)発電機,福助機および制御装和上すべて†l立製

†竹折で製作され好戊績で完成納入されたし-､

拍にエレベータおよぴコンベヤ駆動川として 作Lた釣針塙-ハ直

流竃動機はすべて全閉l打水形のギヤード電動機で,減速比1/25乃空

1..･/:i()の遊星車式を仙川し,ギヤーの効 が高くかつ騒音の少ない

すく､'jした仲能を′Jミしたこ,第5図に80kW補助発電機弟る図に3･7

lくW(5HP)コンベヤ用全閉外扇形ギヤード電動機の外観をホすし-

4.3.2 艦艇用電気品

艦艇別電気品はきびい＼周囲条件のもとに使用されるので,全損

帖3111111,1,000c/mの振動を与えて異常の有無を調べる振動検査

や,約1,000g(gは重力の加 度)の衝 を加えて誤動作の有無を

見る衝撃試験,防水検査など種々の厳重な立会検査が行われる｡

34年度も中形掃 艇,駆瀾艇,甲形警備艦などに装備される電気

ん-】を多数製作したが,これらほ年々性能の向上と小形軽量化に意が

払われているし)特に中 用掃 磁性の強化と湧遊磁束の減

少にこまかい注意がなされ,艦の航行による地磁気のじょう乱を防

十消磁l]動管制装一置の性能向上に大きな努力が払われた｡

ん3.3 しゅんせつ船用電気品

｣杜近苓他の港湾のしゅんせつ工 が急速に進軍)られこ川こ伴い,

し_【わんせつ船の建造がⅠ~lだって増加している｡

枕木 設ポンプ式しゆんせつ粉川とLて1,100kW(1,500HP)ポ

ンプ川巻線形 電動機および220kW(_300HP:)カッタ川かご形

増電動機を製作した.｣いずれも湿気や塩凰の多い海上で使月jされ

るた雀),コイルの 胤乱川耐 りの考慮が払われている｡

このほか現付裏作小の第4港湾局納/ミケット式目航しゆんせつ船

ほ400kWl打沈電気抑進装丁嵩をイ]■し,バケットラインは傾土盤掘削

にも過するよう独和の制御力式により郵~H仲性をうるよう計画され

たもので,わが国では画期的なしゅんせつ船として完成が期待され

ている.｡

4.3.4 補機用起動器

33fl鳩iこ引続き多数の補機用電気品を受注製作した｡特 すべき

ことは34恥願こおいて多種多様の補機川起動据を耕一-･しノて斧用途に

応川できるような 動器の標準化をほかったことである｡これケこよ

r)多数の需要に応じえた｡

-また小数の起動君を-･群とした集合

第7L考‡1,100kW(1,500HP)ポンプ用誘導電

動機

動船も多数製作した｡

第8図 集 起 動 器




